
2 ページ こころに晴れ間を くらしに活力を 

電話をかけると、外出していると言われることがあるけど・・・

司法書士って、どんな仕事をしているの？

教えて あいおいくん！

清水の1日

会合の後には街に出向き、市場リサーチを行ったり、同業者や異業種と会食をしながら、ざっくばらんに
情報交換を行い、業界の最新情報をキャッチアップできるようにしています。

・ 代表を務める弁護士、税理士など１１の士業グループ「ＬＴＲ」の会合
・ 司法書士会独自で後見人の指導監督を行っている
  「 （公社）成年後見センター・リーガルサポートかながわ横浜」の会合
　西地区(戸塚・泉・栄・港南・南・西区）長を務めているので頻繁にあります。

平日の夜は、予定が入っている場合が多いです。

・異業種の仲間と住まい・くらし、会社の継承などに関する新サービスを創出するプロジェクトの会合
その他、経営者団体である法人会や工業会や区役所などとの共催イベントなどの打合せもあります。

起床～自宅を出るまでの間を大切にしています。
モーニングコーヒーを飲みながら、複数の新聞やwebニュースに目を通す、

異業種と共同で行っているプロジェクトの企画を考える、など情報収集と考えをまとめ
アイディアを生み出す時間を意識的に作っています。
社会や人の営みの中で活動しているので、法律だけ知っていれば良いというわけではありません。
社会で起きている事象を把握し自分なりにその原因や背景、また今後の社会やビジネスへの影響や
変化などを考えるようにしています。お客様にきめ細かいアドバイスや解決策を提案するために
大切だと思います。
日中はどうしても目の前のやるべきことに追われてしまうので、全体を俯瞰して考える時間を朝に取ることで、
スムーズに物事を進められるので、忙しくても必ず行うルーティンにしています。

リーダーとして司会進行を行うことが多いのですが、堅い雰囲気では肩もこり、良いアイデアが出ないので、
リラックスした愉しい雰囲気になるように心がけています。

始業は事務所に直行する日ばかりではなく、銀行、裁判所、お客様のご自宅や会社などに
出向く場合も多いです。一度、出社して打合せ後に外出し、そのまま次の出先となることもあります。
遅刻したり慌てて事故にあったり、お客様にご迷惑をおかけしないように、時間に余裕を
もって行動できるようにしています。移動中の電車内のスキマ時間の読書は欠かせません。

事務所に戻ると、スタッフたちに指示していた業務の進捗確認、当事務所で後見人になっている高齢の方や
障がいのある方のサポートの方針などをスタッフと打合せを小まめに行います。一緒にディスクを並べている
からわかるでしょうと胡坐をかいてしまうと何も伝わりませんし、スタッフに負担をかけてしまうので、何気ない
会話や文書で自分の考えを伝えることを意識しています。

多くのお客様とは事前にご都合の良い日を調整させていただき事務所で面談することが多いのですが、
老後やおひとり暮らしの方のサポートに力を入れているので、ご自宅やケアプラザなどにお伺いすることも
多いです。書類の作成など事務作業は夜間や土日などに集中して行っています。

事務所でお客様を待つというのではなく、
お客様の元に出向き相談に応じることで、
地域の皆様にとって身近な存在でありたい
という考えで仕事をしています。
仕事をする上で心がけていることを中心に
ご紹介します。

昼食は所内で食べることが多いのですが、たまの楽しみはラーメン屋さんです。
コッテリ系より、胃にやさしいアッサリ系が好みです。


